
　固定資産評価審査委員会委
員に欠員が生じたため、８月１
日付けで植田一教さん（三成）
が新たに就任されました。
　固定資産評価審査委員会
は、行政の中立的な運営を期す
るために、地方公共団体に設置
された行政委員会であり、固定
資産課税台帳に登録された価
格に関する不服の申し出を審
査する機関です。
　任期は、平成32年10月31日ま
でです。よろしくお願いします。

　陶山さんは昭和26年４月に仁
多郡温泉村立温泉中学校教諭
として着任以来、平成３年３月
に三沢小学校長を最後に退職
されるまでの40年間、学校教育
及び社会教育、社会体育、PTA
活動の進展に多大な貢献をされ
ました。退職後も阿井幼稚園、
三沢幼稚園の園長や、更生保
護事業に貢献するなど多くの功
績が認められ、叙勲の栄に浴さ
れました。
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　9月１９日、今年度百歳を迎え
る方のご長寿を祝い勝田町長
がご自宅や施設を訪問し、内
閣総理大臣からの祝詞と銀
杯、あわせて町からのお祝いの
品を贈呈しました。
　勝田町長から「これからも身
体に気を付けて元気でお過ご
しください」と声をかけられ、皆
さん笑顔で記念品を受け取ら
れました。

【100歳になられる方】
　 部クニノさん （三成）
　長瀨　  明さん （亀嵩）
　杉本ま 江さん （亀嵩）
　武田千代子さん （上阿井）
　山田　セイさん （横田）
　恩田キミ子さん （下横田）

　９月27日、町和牛改良組合阿
井支部の肉用子牛品評会にあ
わせ、阿井小学校４年生13人に
よる和牛審査体験学習が行わ
れ、奥出雲和牛について理解を
深めました。
　県の農業普及員から審査の
ポイントを教わった後、品評会に
出品された子牛12頭に触れな
がら体格を確認したうえで、児
童全員で話し合い、上位３頭を
決定し、手作りのトロフィー、メダ
ル等で出品者を表彰しました。

　９月20日、ＪＡしまね雲南地区
本部、共済連島根から町にカ
ーブミラー10基が寄贈されまし
た。
　ＪＡしまね雲南地区本部の上
田幸敏副本部長から交通事
故防止に向けた趣意書と目録
が手渡されると、勝田町長は
「安心・安全なまちづくりに向
け、カーブミラーを有効に活用し
ます」と話しました。
　寄贈されたカーブミラーは、
各地区の要望などを考慮して
設置します。

　本町が日本・世界農業遺産認定を申請している
「たたら製鉄に由来する奥出雲の資源循環型農
業」について、世界農業遺産等専門家会議の委員
２人が９月18日、現地調査に訪れました。
　町内10カ所を回り、稲原や大原新田などの棚田景
観を確認したり、米や牛、そばの栽培農家などへの聞
き取り調査等が行われました。町担当者からは、たた
ら製鉄の原料となる砂鉄の採取跡地を棚田に造成
し、堆肥による土づくりを行い仁多米が生産されてい
ることや薪炭林をシイタケの原木供給林に活用にする
など、たたら製鉄と農林業のつながりを説明しました。
　この調査結果と来年１月にあるプレゼンテーショ
ンを踏まえ、来年２月頃に日本農業遺産の認定と国
連食糧農業機関（ＦＡＯ）への世界農業遺産の申
請地域が決定します。

　９月１４日、平成３０年度奥出雲町肉用種牛共進会
が仁多中央家畜集合所（亀嵩）において、町内の畜
産関係者約１００人が集まり賑やかに開催されました。
　当日は、町内９地区と農業公社から１９頭の出
品があり、県や関係機関の審査員によって個体審
査、比較審査が行われました。
　本共進会の上位７席までが、島根県種畜共進
会に本町の代表として出品されます。
【審査結果】

順位
特選賞　首席
特選賞　２席
特選賞　３席
特選賞　４席
特選賞　５席
特選賞　６席
特選賞　７席
団体賞　優勝

横田
八川
阿井
馬木

亀嵩
阿井

ゆりやはた３
ふくてる
きくみくに
もりひめ
ひろひさかつ２
かつざくら
ゆりたか
横田支部

杠　　優　
新宮　茂
金倉　弘美
原田　敦子
町農業公社 繁殖育成ｾﾝﾀ-
佐藤　治巳
勝田　律江

名号 出品者 支部

阿井小学校４年生の
　　　　和牛審査体験学習

交通事故防止のために
　   カーブミラー10基寄贈

ご長寿を祝い
　　　  祝状・記念品を贈呈

▲趣意書を読み上げる上田副本部長▲阿井小学校４年生と町和牛改良組合
　阿井支部の皆さん

日本農業遺産、世界農業遺産へ
　　　　　　専門家会議委員２人が現地調査

平成３０年度奥出雲町肉用種牛共進会の開催

▲鉄穴流しの跡地を活用した棚田の形成などについて現地調査をする委員

▲特選賞　首席「ゆりやはた３」号
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固定資産評価審査委員会委員に
　　　　植田一教さん就任

▲就任された植田委員

高齢者叙勲瑞宝双光章
　　　陶山親敏さん（三沢）

▲受章された陶山さん

～まちのできごと～　
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